





































































































































































































































































































































































































⑨ 《蘇州方言詞典》による。呉語では「横」は［们 声母に読まれることが多い 
が,個別的にたとえば「横単」「横話」などのときにはゼロ声母となる。
⑩ 《漢語方音字匯》による。
⑪ ちなみに「嗅」字が「問奇一覧』去声図の東鐘韻曉母に収められるのは,韻母 
から見れば異例であるが,『度曲須知』の韻図でもおなじく去声の用韻曉母に収 
められている〇
⑫ 『度曲須知』では平声の「強」は羣母であり,上声図には「強」字は見えない。
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⑬ 『度曲須知』では「鮎」は孃母,「年」は泥母である。
⑭ 「二」は平，去の両図に見られるカヾ,平声図に見られることは解せない。ある
いは［1131］ と読むのかもしれないが,そうであるならば支思韻に収められるの 
は理解しがたい。未詳。
⑮ 「度曲須知』では「鑒」字となっている。
⑯ 「娘・赧・釀」などが挙げられる。
⑰ 《漢語方音字匯》による。
⑱『度曲須知』では「盾」は牀母,「楣」は邪母である。
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